
□報告書 Hokuriku Electric Industry Co., Ltd.

1

報　告　書
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この冊子は植物性インキを使用し、環境にやさ
しい「水なし印刷」を採用しています。
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株主の皆様へ

株主の皆様には平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

当社は２０２３年３月３１日をもって第８９期を終了いたしましたので、当社グループの

営業の概要ならびに決算につきましてご報告申し上げます。

当連結会計年度の概況

　当連結会計年度の世界経済は、コロナ禍で生じた供給制約にウクライナ情勢による資源調達難が加わったことからイ
ンフレが進行し、さらに中国のゼロコロナ政策による都市封鎖および規制緩和後の感染急拡大の影響やグローバルに継
続する半導体供給問題などにより、欧米、アジアとも景気は減速基調となりました。
　わが国におきましては、ウィズコロナの生活様式定着に伴い個人消費の持ち直しが見られましたが、資源価格の高騰
および円安に伴う物価上昇から回復の動きは緩やかなものとなりました。
　そのような環境下、エレクトロニクス市場におきましては、自動車の生産が中国の都市封鎖および半導体の供給制約
継続により伸び悩み、また、スマートフォンやパソコンの需要が減少したことから、電子機器の生産および電子部品需
要は弱含みの推移となりました。
　こうした状況のなかで、当社グループ（当社および連結子会社）におきましては、付加価値率の高い新分野への拡販
を図る一方、生産効率の改善に努めました。
　その結果、当連結会計年度の業績は、売上高が４５，４５９百万円（前期比＋１２．４％）、営業利益は２，９４１百万円（同
＋４１．７％）となり、経常利益は円安に伴い為替差益５１５百万円を計上したことから３，５８１百万円（同＋４０．６％）となりま
したが、顧客の民事再生手続開始の申立てに伴う取引先関連事業損失２，００４百万円およびカナダにおける集団民事訴訟
の和解金９３百万円を特別損失に計上したことから、親会社株主に帰属する当期純利益は６４７百万円（同△６６．８％）とな
りました。
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株主の皆様へ

財政状態

（資産、負債および純資産の状況）

　当連結会計年度末は前連結会計年度末に比べ、総資産は現金及び預金や棚卸資産の増加を主因に、２，０２０百万円の増
加となり、負債は借入金の増加を主因に８６３百万円の増加となりました。
　純資産は前連結会計年度末に比べ、１，１５７百万円の増加となりました。うち、株主資本は、親会社株主に帰属する当
期純利益により６４７百万円増加し、剰余金の配当により３７６百万円減少したことなどから、２７４百万円の増加となり、そ
の他の包括利益累計額は、アジア通貨高円安による為替換算調整勘定の増加を主因に８８２百万円の増加となりました。
（キャッシュ・フローの状況）

　当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下 ｢資金｣ という。）は、前連結会計年度末に比べ
８４８百万円増加し、６，２５３百万円となりました。
　営業活動の結果得られた資金は６２９百万円となりました。これは、税金等調整前当期純利益１，４９９百万円、減価償却
費１，０９７百万円に対し、棚卸資産が２，３３６百万円増加したことが主因であります。
　投資活動の結果使用した資金は１，０４５百万円となりました。これは、固定資産の取得による支出７５７百万円などによる
ものであります。
　財務活動の結果得られた資金は７７３百万円となりました。これは、借入金の純増１，２８４百万円、配当金の支払い
３７６百万円などによるものであります。

次期の見通し

　世界経済は新型コロナウイルスの感染拡大が収束傾向となり、サービス分野の需要に回復が見られる反面、巣ごもり
需要の一巡に伴い財需要が停滞しており、さらに欧米の金融不安が先行きの不透明感を強めています。
　エレクトロニクス市場におきましても、自動車生産の回復や在庫調整の収束が見込まれるものの、民生用電子機器の
需要に力強さが見られず、先行きは予断を許さないものと考えており、当社といたしましては、自動車の電子化、機器
の高機能化、IoTなどの技術革新が進む市場の変化に対応した取り組みに努めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　　
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連結財務諸表

連結貸借対照表（２０２３年３月３１日現在）�
（単位：百万円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

　流動資産 ３０，１３２ 流動負債 １５，８０３

　　現金及び預金 ８，０５２ 　支払手形及び買掛金 ７，７３７

　　受取手形及び売掛金 １０，０６４ 　短期借入金 ５，６９０

　　商品及び製品 １，７４３ 　未払法人税等 ２９５

　　仕掛品 ３，９５８ 　賞与引当金 ４４６

　　原材料及び貯蔵品 ４，３１９ 　取引先関連事業損失引当金 ４１３

　　その他 ２，０１４ 　その他 １，２１９

　　貸倒引当金 △１９ 固定負債 １０，０６８

　固定資産 １２，８４７ 　長期借入金 ５，３９７

　　有形固定資産 ８，７６１ 　リース債務 ２２７

　　　建物及び構築物 ２，５７２ 　繰延税金負債 １０

　　　機械装置及び運搬具 ３，０８１ 　再評価に係る繰延税金負債 ３１８

　　　土地 ２，８４７ 　退職給付に係る負債 ４，０５０

　　　その他 ２６０ 　その他 ６３

　　無形固定資産 ３７６ 負債合計 ２５，８７２

　　投資その他の資産 ３，７０８ （純 資 産 の 部）

　　　投資有価証券 １，１２４ 株主資本 １４，８８６

　　　繰延税金資産 １，２３２ 　資本金 ５，２００

　　　その他 ２，３７２ 　資本剰余金 ５，０３８

　　　貸倒引当金 △１，０２１ 　利益剰余金 ５，８０４

　自己株式 △１，１５６

その他の包括利益累計額 ２，２２１

　その他有価証券評価差額金 １３９

　土地再評価差額金 ６６５

　為替換算調整勘定 １，４３２

　退職給付に係る調整累計額 △１６

純資産合計 １７，１０７

資　産　合　計 ４２，９７９ 負債・純資産合計 ４２，９７９
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結財務諸表

連 結 損 益 計 算 書
（２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日まで）� （単位：百万円）

科　　目 金　　額

売上高 ４５，４５９

　　売上原価 ３７，５６０

売上総利益 ７，８９８

　　販売費及び一般管理費 ４，９５６

営業利益 ２，９４１

　営業外収益 ７８７

　　受取利息及び受取配当金 ８５

　　為替差益 ５１５

　　その他 １８６

　営業外費用 １４７

　　支払利息 ６１

　　その他 ８５

経常利益 ３，５８１

　特別利益 ４３

　　固定資産売却益 ０

　　保険解約返戻金 ４０

　　その他 ２

　特別損失 ２，１２５

　　固定資産売却損 ３

　　固定資産除却損 ２１

　　取引先関連事業損失 ２，００４

　　訴訟和解金 ９３

　　その他 １

税金等調整前当期純利益 １，４９９

　　法人税、住民税及び事業税 ５７４

　　法人税等調整額 ２７７

当期純利益 ６４７

親会社株主に帰属する当期純利益 ６４７
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）
（２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日まで）� （単位：百万円）

科　　目 金　　額

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益 １，４９９

　減価償却費 １，０９７

　売上債権の減少額 ３２１

　棚卸資産の増加額 △２，３３６

　仕入債務の増加額 １８１

　その他 △１３３

　　営業活動によるキャッシュ・フロー ６２９

投資活動によるキャッシュ・フロー

　固定資産の取得による支出 △７５７

　その他 △２８７

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △１，０４５

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増額 １，１００

　長期借入金の純増額 １８４

　自己株式の取得による支出 △１

　配当金の支払額 △３７６

　その他 △１３３

　　財務活動によるキャッシュ・フロー ７７３

現金及び現金同等物に係る換算差額 ４９１

現金及び現金同等物の増加額 ８４８

現金及び現金同等物の期首残高 ５，４０４

　　現金及び現金同等物の期末残高 ６，２５３

（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。



6

連結決算ハイライト

■　2022年度
   製品別売上高構成比

■　2022年度
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（百万円）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

（円．銭）
250

200

150

100

50

0

（百万円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000
（%）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（百万円）

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

（百万円）
2,000

1,500

1,000

500

0

金型・機械設備　1.7%

電子部品デバイス
（抵抗器等）
29.0%

電子部品デバイス
（センサ等）
13.2%

モジュール
54.9%

その他　1.2%

2021年3月期

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

■　売上高

■　１株当たり当期純利益 ■　純資産額

■　親会社株主に帰属する当期純利益■　経常利益

■　自己資本比率

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

自動車
63.1％

産業機器
13.6％

家電機器
7.5％

情報・通信機器
2.5％ その他

13.3％

通期通期

232.89

通期通期

77.36

通期通期

53.47

通期通期

447447

通期通期

2022年3月期 2023年3月期

40,44840,448
通期通期

45,45945,459
通期通期

32,82532,825
通期通期

37.2
38.9 39.8

15,950

通期通期

17,107

通期通期
13,287

通期通期

1,9491,949

通期通期

647647

2,5482,548
通期通期

3,5813,581
通期通期

655655
通期通期



□報告書 Hokuriku Electric Industry Co., Ltd.

所有者別 
 

個人　　　　 6,432名
5,007,669株  

その他法人　107名  
683,717株（7.39％）

 

金融商品取引業者　34名  
200,711株（2.17％）

金融機関　13名  
1,027,622株（11.11％） 

外国法人等　62名  
482,878株（5.22％）

信託銀行　9名  
968,800株（10.47％）

自己株式　1名  
878,702株（9.50％）

（54.14％）
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連結決算ハイライト

社 名 北陸電気工業株式会社

英 文 社 名 HOKURIKU�ELECTRIC�INDUSTRY�CO.,�LTD.

所 在 地 〒９３９−２２９２　富山県富山市下大久保３１５８番地

T E L ０７６−４６７−１１１１

F A X ０７６−４６８−１５０８

U R L https://www.hdk.co.jp/

設 立 １９４３年（昭和１８年）４月４日

資 本 金 ５，２００百万円

事 業 内 容

固定・可変・チップ等各種抵抗器、圧力・加速度・
湿度等各種センサ、モジュール製品、ペーストスルー
ホール基板等各種電子部品の開発・製造・販売、そ
の他の事業

株　主　名 持　株　数

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） � 千株６７１　　

北電工取引先持株会 � ４４５　　

北電工従業員持株会 � ３７４　　

株式会社�北陸銀行 ３３１　　

成川武彦 ２７２

株式会社�北國銀行 ２１８

株式会社�日本カストディ銀行（信託口） １８５

前田建設工業株式会社 １６４

株式会社�富山銀行 １３９

コーセル株式会社 １１２

（注）　１．�当社は自己株式８７８千株を所有しておりますが、上記大株主から除外しており
ます。

　　　２．株式数は、千株未満を切捨てて表示しております。

会社の概況（２０２３年３月３１日現在）

■� 株 式 の状況

発行可能株式総数� � ………………………………………� 25,000,000株

発行済株式の総数� � …………………………………………� 9,250,099株

株　主　数�� …………………………………………………………� 6,658名

■� 大 株 主（上位１０名）

■� 会 社 概要

■� 所 有者別分布状況

代表取締役社長…………………………………… �多
た

　田
だ

　守
もり

　男
お

常務取締役………………………………………… �下
しも

　坂
さか

　立
りゅう

　正
しょう

取締役……………………………………………… �西
にし

　村
むら

　裕
ゆう

　司
じ

取締役……………………………………………… �村
むら

　上
かみ

　吉
よし

　憲
のり

取締役……………………………………………… �安
あん

　藤
どう

　正
まさ

　人
と

取締役常勤監査等委員…………………………… �杉
すぎ

　本
もと

　　　学
まなぶ

取締役監査等委員………………………………… �北
きた

之
の

園
その

　雅
まさ

　章
ゆき

取締役監査等委員………………………………… �菊
きく

　島
しま

　聡
さと

　史
し

取締役監査等委員………………………………… �井
い

　村
むら

　一
かず

　明
あき

取締役監査等委員………………………………… �坪
つぼ

　川
かわ

　貞
さだ

　子
こ

（注）　�北之園雅章氏、菊島聡史氏、井村一明氏および坪川貞子氏は社外取締役
であります。

■� 取締役および監査等委員である取締役（２０２３年６月２９日現在）
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製品紹介

［フォースセンサ］

［抵抗式湿度センサ］

［自動車用センサ］

［圧力センサ・圧力センサモジュール］

［容量式湿度センサ］

小型フォースセンサ（０〜１０Ｎ検知タイプ） 超小型フォースセンサ（０〜５Ｎ検知タイプ）

抵抗式湿度センサ

自動車用センサ

ヤマシスト
YAMAssist

９２０MHz帯特定小電力
無線モジュール

NTCサーミスタ

小型・薄型で１０N以下の微小荷重検知が可能なセンサで
す。小型低背、更に出力がリニアで使いやすく、荷重の
微小変化や強弱が検知できるため、調理家電やスタイラ
スペン等各種アプリケーションに対応可能です。

快適な生活空間に欠かせな
い湿度センサ。当社の抵抗
式湿度センサは、1986年よ
りエアコンや除湿機、事務
用機、更には自動車等各種
用途向けに幅広く使用され
ており、高い実績と信頼性
を得ています。

自動車用センサは、高精度であること
に加えて厳しい環境変化にも十分機能
することができる様に高い信頼性が求
められます。当社では、これらのニーズ
に対応した各種自動車用センサをライン
ナップしております。

樹脂コートタイプ、サーミスタ素子をラインナッ
プしております。樹脂コートタイプは、独自の
絶縁コート剤により高い防湿性（耐煮沸性）
を実現しており、エアコン等の家電用の他、
信頼性が要求される自動車用（室内温、外
気温、吸気温、水温等）にも使用可能です。

双方向通信の登山者位置検知システム
ヤマシストYAMAssist
ヤマシストシステムは、スマホ圏外でも
①助けを呼べる②登山者を捜せるシス
テムです。端末同士で定型文のやり取
りも可能です。大きさは１０４×６９×２６
mm、重量１４０gと手ごろなサイズであ
り、最長７日の長時間使用も可能です。

太陽電池＋無線
ネットワーク＋
センサーをワン
パッケージにし
たSRPCシリー
ズ。電源不要で
あり、しかも約
１kgと軽量です。

特定小電力規格
（ARIB� STD-T
１０８）に準拠し
た機器組込み
用の９２０MHz帯
特定小電力無線
モジュールです。

ピエゾ抵抗式の半導体圧力センサです。センサ
単体の他、水位検知、ガス圧検知等の各種
圧力センサモジュールをラインナップしています。
中でも水位センサモジュールは、ミリメートル単
位の検知が可能で非常に高精度であり、またア
ナログ出力、デジタル出力タイプを取り揃えて
おり、更に取り付けタイプも基板取付けタイプ、
フランジねじ取付けタイプを用意し、洗濯機や
食器洗い機、エコキュート等各種水位センシ
ングのニーズに対応しています。

以前から実績のある抵抗式湿度センサに加え、
新たに２mm角と超小型サイズの容量式湿度
センサをラインナップに加えました。
抵抗式では計測が困難であった０%RH〜１００
%RHの広範囲の計測が可能です。
更に応答時間が世界最速（既存品の１０秒程
度から１秒以内まで応答性を改善）である高速
応答タイプ容量式湿度センサも開発しました。

圧力センサ・圧力センサモジュール

容量式湿度センサ

各種センサ群 �

車載用やIoT機器を中心として幅広い用途に使用されています。
［NTCサーミスタ］

I o T 関 連 商品 �

SRPCシリーズ
（ソーラー無線ソリューション）
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製品紹介

［圧電部品］

［機構部品］

［耐サージ形高電力チップ抵抗器］［耐アーク性チップヒューズ］［金属板抵抗器］ ［JAXA認定チップ抵抗器］

［ペーストスルーホール基板］

高信頼性チップ抵抗器

独自の圧電材料技術、積層技術により
生み出される圧電サウンダー、スピー
カー、アクチュエーター等の圧電部品は、
省エネで薄型であり、車載用や民生用
に幅広い分野で使用されています。

車載電装品、生活
家電等の製品に欠
かせない各種チッ
プ部品。当社では
０４０２サイズの超小
型チップ抵抗器の
他、チップネット
ワーク抵抗器、

チップ半固定可変抵抗器、また電流検出用チップ低抵抗
器、耐硫化チップ抵抗器、耐サージチップ抵抗器、高電
力チップ抵抗器（長辺電極チップ抵抗器）等の高機能チッ
プ抵抗器、チップヒューズ等各種チップ部品を取り揃えて
おります。

先端実装技術を駆使したモジュール製品。従来からの民生用液晶モジュールに加え、
車載液晶モジュールや自動車用メーターパネル等の各種車載用モジュールを拡大す
るとともに、白物家電、ヘルスケア等各種分野へ幅広く展開しております。

ますます電子化が進展す
る自動車。当社のペースト
スルーホール基板は、民
生用電子機器の他、自動
車のメーターパネル用とし
ても使用されております。

各種電子回路機能モジュール 実装モジュール

タクティールスイッチ

金属板抵抗器

銀・銅ペーストスルーホール基板

圧電振動板 圧電サウンダ・スピーカー

主要製品

［モジュール製品］

高 付加価値チップ抵抗器 �

あらゆる機
器に使用さ
れ るタク
ティールス
イッチ。当
社では、汎
用タイプの
他、白物家

電向けの防水タイプも製品化しており、
更に端子形状もリードタイプ・表面実装
タイプをラインナップしております。

サージ 耐
圧、耐パル
ス性に優れ
たチップ抵
抗器です。
従来同サイ

ズ品に比べて定格電力が大きく車載
用に最適です。

独自の素材、
構造によって
１６０８サイズ
の小型であり
ながら高定

格電圧で強力なアーク抑制特性を
実現した速断タイプのチップ
ヒューズです。

電流計測
用のチッ
プタイプ
の金属板
抵抗器で

す。数mΩの超低抵抗まで製
造可能です。 JAXA認定の宇宙用の高

信頼性チップ抵抗器です。

耐サージ形高電力チップ抵抗器

耐アーク性チップヒューズ

［各種チップ部品］

各種チップ部品
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HOKURIKUグローバルネットワーク
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HOKURIKUグローバルネットワーク

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

一 単 元 の 株 式 の 数 100株

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社�証券代行部
東京都府中市日鋼町１−１�電話　0120−232−711（通話料無料）
受付時間　月〜金　9：00〜17：00（土・日・祝日を除く）
郵送先　〒137−8081� 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社�証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 東証プライム市場

公 告 の 方 法
電子公告により行います。
公告掲載URL　https://www.hdk.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

【お知らせ】
株券電子化によるご注意
１．�株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主
名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお
取次ぎいたします。

３．�配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこ
ととなりました。従来同封いたしておりました当社専用の「配当金振込指定書」は同封を取りやめております。振込指定
のお手続きにつきましては詳しくは各口座管理機関にお問い合わせください。

４．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株式事務のご案内

記載の連結財務諸表等の詳細につきましては、

当社のホームページのIR情報の決算情報にて

ご覧いただけます。 https://www.hdk.co.jp/



報　告　書
（2022年4月1日から2023年3月31日まで）

89

この冊子は植物性インキを使用し、環境にやさ
しい「水なし印刷」を採用しています。

K29




